
郡山女子大学及び同短期大学部の環境活動への取り組み

■環境マネジメントシステム（エコアクション21）の導入
2004年12月に教育機関としては全国初となる認証・登録（認証番号0000091）
を受け、環境目標第一に「エコマインドを持った学生・生徒の育成並びに、
関連教育研究の推進」を掲げ、地球環境との調和・共存、持続的に発展可能
な循環型社会の構築に向けて継続的に取り組んでいる。

■森林保護活動
国有地3か所及び私有地1カ所合わせて東京ドーム約13個分に檜・杉の苗木を
全学生、生徒、園児、教職員が植樹。森林教室や林業体験（下草刈り・裾枝
払い）を実施し、森林の重要性を伝えた。東日本大震災後は、日本環境協会
の協力要請を受けて、プロジェクトＤ（被災地に緑と心の復興を目指す目的
としてどんぐりの苗木を植樹する活動）へ環境委員会及びナチュラルライフ
スタイル部並びに郡山女子大学エコレンジャーが参加し、令和2年度において
日本環境協会より事業を引き継いだ。

■ eco検定対策講座の実施

学生・教職員向けにeco検定対策講座を実施し、エコマインドの普及・向上を
図っている。合格した学生・教職員は、郡山女子大学エコレンジャーとして
活動している。

■ 5つ星エコ大学獲得・サステイナブルキャンパス「ゴールド」認定
国内の大学に対してアンケートを実施し、集計等の結果、本学を含めて6大学
が5つ星エコ大学を獲得した。
又、教育・研究・社会連携・キャンパス整備を通して、持続可能な社会の構築
に貢献する大学としてサステイナブルキャンパス「ゴールド」に認定された。

■太陽光発電設備の設置と照明のLED化

環境負荷の削減のため、屋上や屋根に太陽光パネル80kWを設置。
また、蛍光灯からLED照明へ順次更新している。

■地域貢献活動

・郡山市主催のごみゼロキャンペーンに参加し、ごみの削減を啓発
・郡山市生活環境部と協働で「COOL CHOICE」を啓発
・災害に強いキャンパスへ安心安全な避難所づくり
・自治体、企業、各種団体と包括連携協定を結び地域貢献活動を実施
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